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巻頭の辞

『龍谷大学{弗教学研究室年報』第 27 号が刊行されました。 ~年報』は、 1985 年に創刊

号が発刊されてから、今年で 38年になります。

『年報』は大学院生や研究生などに、自分の研究成果を提供する場を提供し、同時に相

互の研究意欲を高めていくという目的で創刊されました。論文を書くと、自分の書いた部

分だけを小冊子にした抜刷が、 20部から 30部程度進呈されました。近年では、 Web上に

論文がアップされることが多いため、抜刷そのものが減少していますが、当時はこの抜刷

を同じ研究分野の他大学の先生方にも送っていました。私自身、指導教授から先行研究を

参照させていただいた先生に抜昂Ijをお送りするのは礼儀だと言われ、論文を書くたびに、

せっせと郵送していました。結構、面倒な作業でしたが、多くの場合、送付先の先生から

は、論文についてのコメントや励ましのお言葉などが記されたお礼状が送られてきて、そ

れがたいへん勉強になり、また自信に繋がりました。

研究は一人でできるものではなく、様々な人たちの学恩によって進めることができるの

です。そして、その成果を新たな論文にまとめて提示して、良くも悪しくも評価を得ます。

それが新たな知見を得ることになり、次の研究成果へと結びついていくのです。

今回の『年報』には、 6点の意欲的な論文が掲載されています。コロナ禍において、様

々な制約がある中で、各々の研究成果が公刊されたことは、たいへん嬉しく思っています。

これからも大学院生や研究生の皆さんが、切瑳琢磨して更なる成果を上げられますことを

念願しています。

龍谷大学仏教学教室代表藤丸要



蒙報

葉 報

(2022年 1月--12月)

2021年度仏教学院生会員研究発表題目

((2021年度龍谷大皐悌教学曾学術研究発表会》

2021年 l月25日(火) 於 :オンライン(龍谷大学主催)

-サッチャー ナンディー(研究生)

比丘・比丘尼の性転換について

・ティンマー ウー(研究生)

現代におけるミャンマーの仏教徒のダンマ

(dhamma法)への信仰と儀礼

-安川真由 (D2)

(大般浬繋経〉における付嘱と秘密蔵

・萩野朔太 (D2)

湛然の行位解釈について

・レフーブーツク (D2)

A STUDY ON THE CONCEPT OF UPλY A-KAUSAL Y A 

。~EARL Y BUDDHlSM 

2021年度仏教学院生会員研究業績

-西山良慶(研究生)

「良算撰『愚草~ r大悲闇提〈上)J翻刻読解研究」

『悌教学研究室年報』第26号，pp.1-32， 2022年3月

- 142一



龍谷大学例教学研究室年報27号 2023年3月

-萩野朔太 (D2)

「日本天台における行位論の展開 一名別義通を中心に一」

『イ弗教学研究室年報』第26号，pp.33-54， 2022年3月

-王若賓 (Dl)

「唐中大雲寺円嘩撰『楊伽経疏』の研究

一フランス国立図書館所蔵敦爆写本P.2198の翻刻一」

W11弗教学研究室年報』第26号，pp.55-76， 2022年3月

・レフー ブーツク (D2)

「初期仏教における善巧方便の研究j

『悌教学研究室年報』第26号，pp.82-109， 2022年3月

-安川真由 (D2)

r (大般浬繋経〉における阿難への付嘱について」

『イ弗教学研究室年報』第26号，pp.1l0-139， 2022年3月

・サッチャー ナンディー(研究生)

「ミャンマ一国家僧統委員会編『比丘尼についての裁定資料』

CBhikkhuniwinissaya Sardan)翻訳と注解 (後篇)J 

『悌教学研究室年報』第26号，pp.140-168， 2022年3月

・ティン マー ウー(研究生)

「ミャンマー仏教徒の儀礼と信仰

僧伽に関する儀礼 ・信仰を中心として一」

『悌教学研究室年報』第26号，pp.169-194， 2022年3月

-貌墓(研究生)

「智蔵と僧畏の二乗有無について」

『印度学仏教学研究j]70(2)， pp.739-742， 2022年3月

- 143一



業報

2022年度仏教学院生会員研究発表題目

《日本印度学仏教学会第73回学術大会》

2022年9月3日(土)

-貌塞(研究生)

於:オンライン(東京外国語大学主催)

中国南北朝における十地の諸系統について

・隆明(研究生)

李通玄における摩耶夫人の理解

・萩野期太 (D3)

円珍撰『観普賢菩薩行法経記』における引用文献について

・レフーブーツク (D3)

A Study on the Concept ofU p ayaka-kausa1ya in Ear1y Buddhism 

・王若賓 (D2)

『鎌倉時代の仏教文献に見られる契丹僧詮明』

2022年9月4日(日) 於:オンライン(東京外国語大学主催)

-安川真由 (D3)

(大般浬繋経〉における一子想の意義について

《日本宗教学会》

2022年9月 10日(土) 於:オンライン(愛知学院大学主催)

-サッチャー ナンディー(研究生)

諸律の比正尼健度の研究 パーリ律を中心に

・ティンマー ウー(研究生)

ミャンマー仏教徒の砂塔祭りについて

144 
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2022年 9月 11日(日)

-張凱(研究生)

嬬祖信仰と疫病について

《パーリ学仏教文化学会》

於:オンライン(愛知学院大学主催)

2022年 10月8日(土) 於:オンライン併用(龍谷大学主催)

-サッチャー ナンディー(研究生)

諸律蔵における比丘尼健度の研究

『パーリ律』八重法の第六重法を中心に

((2022年度修士論文中開発表会》

2022年 10月 25日(火) 於・龍谷大学(東醤 101教室オンライン併用)

-釈宗衆 (M2)

惰唐初期浄土教における「九品論」の研究

・楠誠証 (M2)

宗性撰『華厳宗香薫抄』の研究

・小西貴文 (M2)

中世日本における弘法大師信仰の展開

ー諸尊格との関係に注目してー

2022年 10月27日(木)

・山崎健哉 (M3)

於:龍谷大学(北醤204教室オンライン併用)

『修習次第』の六過失・八断行について

・高輪真悟 (M2)

PramaI，la varttika第 II章 PramaI，lasiddhikk. 1-7. pramaI，laの研究

-pramaI，laの特質と pramaI，labhutaの解釈を中心にー

-福間美華 (M2)

『大阿弥陀経』における「斎戒j とuposathaとの関連について

- 145 -



嚢報

-チョンプワオンプラハマサンチャイ (M2)

律文献に見られる自恋の研究

《密教図像学会第42回学術大会》

2022年 11月 19日(日)

-戴鴛 (D2)

於 .同志社大学

新知恩院本「六道絵」の「餓鬼道幅」に関わる図像学的新解釈

2022年度仏教学院生会員研究業績

-貌塞(研究生)

「中国南北朝における十地の諸系統についてj

『印度学仏教学研究』第71巻(1)，pp.12-15， 2022年12月

・嶋本弘徳(研究生)

「瑞伽行派対如来蔵思想、的理解」

『京亜悌学i平治』第7号，pp.119・145，2022年12月

-劉捧捧(研究生)

「公民対形色突有i見的治i正」

『京亜イ弗学i平治』第7号，pp.146-160，2022年12月

-隆明(研究生)

「李通玄における摩耶夫人の理解」

『印度学仏教学研究』第71巻(1)，pp.264-267， 2022年12月

・萩野朔太 (D3)

「天台行位論における名別義通

-特に『摩詞止観』と湛然の注釈を中心に-J

『龍谷大学大学院文学研究科紀要』第44集，pp.35-52， 2022年12月
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-安川真由 (D3)

I (大般浬繋経)における一子想の意義について」

『印度学仏教学研究』第71巻(1)，pp.88-91， 2022年12月

-王若賓 (D2)

「鎌倉時代の仏教文献に見られる契丹僧詮明」

『印度学仏教学研究』第71巻(1)，pp.54-57， 2022年12月

-富永真誠 (Dl)

「南伝上座部における頭陀の研究」

『龍谷大学大学院文学研究科紀要』第44集，pp.46-63， 2022年12月

2022年度院生会活動報告

-仏教学院生会総会 4月28日(木) 於 :清和館3Fホール

・卒業論文の書き方説明会 6月28日(火) 於:オンライン

・仏教学院生会研究発表会 7月19日(火)

於 :東醤101教室(オンライン併用)

・修士論文中開発表会 1日目 10月25日(火)

於:東醤101教室(オンライン併用)

・修士論文中開発表会2日目 10月27日(木)

於:北韓204教室(オンライン併用)

『龍谷大学悌教学研究室年報』第27号発行 (3月)

-147 -



本誌は創刊以来、龍谷大学仏教学科の院生の自主的かっ意欲的な姿勢による企画編

集を経て、出版を実現してきました。近年は院生の人数減少もあいまってか執筆者の減

少が顕著でしたが、院生の研究成果を発表できる貴重な場が失われないようにと、毎年

の発刊を目標につとめてまいりました。財政難により一時は発刊が危ぶまれた本誌で

すが、賛助会員による温かいお力添えのもと、 2017年度以降各号に執筆応募が増え、

内容の充実した論文雑誌の刊行が継続できております。

ここに 『龍谷大学併教学研究室年報』第 27号の事業完了のご報告を申し上げます

と共に、龍谷亭曾及び龍谷大学親和会、そして賛助会員をはじめ、ご協力を賜りました

関係各位に対し、謹んで御礼を申し上げます。

2023年3月吉田 龍谷大学仏教学院生会

龍谷大学(弗教学研究室年報 第 27号
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